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１０
月
29
日
、
函
館
市
千
代
台

運
動
公
園
広
場
で
北
海
道
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
道
南
地
区
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
「
脱
原
発
・
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
市
民
の
会
主
催

の
、
「
や
め
る
べ
、
大
間
原
発
！

北
海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、
公
園

に
は
約
1
千
5
百
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
北
海

道
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
田
代
表
の
あ

い
さ
つ
し
た
。
道
南
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
相
澤
代
表
は
、
「
大
間
で
事

故
が
起
こ
れ
ば
、
函
館
ま
で
距
離

は
30
㎞
、
風
速
が
２
ｍ
で
放
射 

 

物
質
は
４
時
間
で
函
館
に
到
達

す
る
」
。
ま
た
、
逢
坂
誠
二
衆
議

院
議
員
か
ら
は
「
原
子
力
政
策
に

は
大
き
な
転
換
が
必
要
。
し
か

し
、
多
く
の
関
係
す
る
方
々
、
地

域
へ
の
理
解
が
な
け
れ
ば
政
策

の
転
換
は
で
き
な
い
。
粘
り
強
く

取
り
組
み
を
進
め
、
政
策
を
変
化

さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。 

道
南
地
区
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

扇
谷
副
代
表
か
ら
は
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
活
動
内
容
と
取
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
、
福
島
県
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
中
路
良
一
さ
ん

は
、
福
島
県
の
現
状
に
つ
い
て
、 

放
射
能
と
向
き
合
い
な
が
ら
の

生
活
や
、
実
際
に
職
を
失
い
、

住
む
場
所
を
追
わ
れ
、
福
島
を

出
て
い
か
ざ
る
得
な
い
状
況
に

な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、「
い
つ

故
郷
に
戻
れ
る
の
か
今
で
も
不

安
が
一
杯
だ
。
一
日
も
早
い
原

発
事
故
が
収
束
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
今
後
も
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。 

大
間
訴
訟
の
会
代
表
、
竹
田

と
し
子
さ
ん
は
「
人
間
と
原
子

力
は
共
存
で
き
ま
せ
ん
」
と
何

年
も
か
け
て
訴
え
続
け
て
き
た

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

青
森
県
平
和
推
進
労
働
組
合

会
議
、
佐
藤
亮
一
元
町
議
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
大
間
立
地
の
件
か

ら
今
日
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
、
原
発
立
地
に
揺
れ
た
住
民

や
国
の
政
策
に
翻
弄
さ
れ
続
け

て
き
た
経
過
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。 

最
後
に
、「
大
間
原
発
の
建
設

中
止
」
を
訴
え
る
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
宣
言
し
、
デ
モ
行
進
で
「
原

発
を
な
く
そ
う
」
と
、
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 



２０１１年１０月３１日           自治労渡島地方本部ニュース                   

 

デモ行進の様子             
 

               集会アピール（案） 

3月 11日の東日本大震災で被害を受けた福島間第一原子力発電所では、大量の放射能が今も漏

れ続ける原子力史上最悪の事故となりました。 

放射能の汚染は今も広範囲に広がっています。そして、放射線は、未来を生きるこどもたちを

生命の危険にさらしています。 

経済優先の中で原発政策を推進し、安全性をないがしろにされてきたことが今回の事故となり

ました。福島第一原発の事故は人災に他なりません。福島原発事故で日本の原発の「安全神話」

は崩れました。 

私たちの命と暮らしを守るために、今こそ、原子力中心のエネルギー政策から、風力や太陽光

など再生可能な自然エネルギー中心の政策へと転換しなければなりません。そのためにもわたく

したちは訴えましょう。 

 

大間原発の建設を中止しよう！ 

泊原発をやめさせよ！ 

こどもたちを放射能から守ろう！ 

そして、全ての原発をなくそう！ 

さようなら原発！ 

 

今、集会に全道各地からお集まりいただき、ありがとうございました。 

   


